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新しい仲間です

　我が国の高齢化率27.3％。高齢化が進む中、今年３月12日、高齢運転の交通安全対策推進のため、「加齢による認知機
能の低下に着目した臨時知能検査制度や臨時高齢者講習制度の新設・その他の制度見直し」が施行された。
　高齢運転者（70歳以上）の運転免許更新の際、高齢者講習等を受けることになった。これを機に一人一人が、安全運転
を改めて自覚し、シルバーの仕事、地域活動、共通の趣味を持って人と会話、社会参加等……、元気に活躍したいものだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧野　良一

〈公民館単位〉

〈敬称略〉（平成29年4月～7月に入会された99名の方々）

Ｈ29.7.31現在／会員数　男 1,254名　女 917名　計 2,171名

　　　　　　　清水光重、山本靖夫、中島秀策、牧野良一、泉　鏡子

第37回 通常総会開催

吉村理事長が退任 髙山理事長就任
　６月６日(火)、昨年度までの市民福祉会館から「フェニックス・プラザ 小ホール」に会場を移し、第37回

通常総会が盛大に開催されました。

　第１号議案 平成28年度収支決算について、第２号議案 定款の一部変更について、第３号議案 役員の選任

についてが、いずれも満場一致で可決・承認されました。

　役員改選では８名の役員が交替し、吉村理事長に替わり髙山浩充理事長が就任しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （新役員名列は2ページに掲載)
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フェニックス・プラザで行われた第３７回通常総会

永年会員の表彰

退任する役員に感謝状の贈呈
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会員の作品欄会員の作品欄会員の作品欄

「越前海の夕日」～蜃気楼～
牧 野 良 一

　写真が趣味の牧野さんの作品が、7/8の
福井新聞に掲載されました。夕日を撮ろう
と出かけたところ、偶然蜃気楼を発見し、
写真に収めました。

「夏のおもいで」
泉 鏡子

　県立美術館でデッザン画を２年
学びました。小さい頃からイラス
トカットが好きです。　このカッ
ト、若い頃の時を感じます。



就任にあたり
～伝統を引き継ぎ、新たな風を吹き込む～ 理 事 長　髙　山　浩　充
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　この度、６月６日の通常総会におきまして役員に選任
され、吉村義昭前理事長の後任として、公益社団法人福
井市シルバー人材センターの理事長を仰せつかることと
なりました。
昭和55年の設立以来、37年という長い歴史と輝かしい実
績を誇ります当センターの大役をお引受することは身に
余る光栄であり、同時に身の引き締まる思いをしている
ところです。
　今回の役員改選では、理事、監事１６名のうち半数の
８名の方々が再任、また８名が新たに就任され、新たな
体制でのスタートとなりました。これまでの素晴らしい
伝統をしっかり引き継ぐとともに、新たな風を吹き込む
ことができるよう役員一同結束し、当センターの更なる
発展のため尽力してまいりたいと存じます。
　ご承知のとおり、少子高齢化や人口減少の進行に伴い
将来の労働力不足が懸念される中、全ての人が社会を支
える仕組みが求められており、健康で意欲と能力ある限
り年齢に関りなく活躍し続けることができる『生涯現役
社会』が期待されています。また、仕事を退職した後も
健康で勤労意欲溢れる高齢者の方々が増加しており、高
齢者が無理なく出来る範囲で自らのライフスタイルに合
った就労や社会参加を行う、『生きがい就労』の推進が
求められています。
　こうしたことから、高齢者がその優れた技術や知識経
験を生かして、やりがいや生きがいを感じながら活躍で
きるよう、各地域に密着し高齢者の多様な就業機会の確
保提供について中心的な場となっているシルバー人材セ

ンターの役割はますます重
要となっています。
　一方で、継続雇用制度が
進みシルバー人材センター
への入会年齢が高くなって
きたことから、会員数の伸び悩み、会員の高年齢化、就
業希望と実態とのミスマッチといった新たな課題も出て
きております。
　このような時こそ、シルバー人材センターの基本理念
である『自主・自立、共働・共助』に立ち返り、会員目
線に立った魅力あるセンターづくりに努めるとともに、
市民の皆様から信頼される就業活動等、地域社会に貢献
していくことが重要であります。
　本年度は、新たな取り組みとして組織活動を活性化す
るため、部会制による積極的な理事会運営と併せ、地区
組織を活用した普及啓発イベントを開催いたしますので、
会員の皆様方の積極的な参画をお願いいたします。また、
福井市が実施する介護予防・日常生活支援総合事業へ参
加するほか、入会説明会の見直し等による積極的な会員
獲得活動を展開するとともに、メールを活用した就業情
報発信や定期的な面談会の実施による未就業対策の推進
を図ってまいります。会員の皆様と関係各位の一層のご
支援とご協力を賜りますようお願い申しあげます。
　残暑厳しい折、どうか皆様には健康に十分ご留意いた
だき、ますますご活躍されますことを祈念申しあげ、就
任のごあいさつとさせていただきます。

（2） （3）

関係団体より

【理　事】

　福井商工会議所専務理事　宮﨑　和彦

　福井市商工労働部長　　　港道　則男

【監　事】

　福井市しごと支援課長　　村本　貴史

役 員 紹 介

ブロック長紹介

総会で挨拶をする髙山理事長

平成29年度の重点目標と具体的方策
(1) 会員による自主・自立的運営体制の強化

　・総務及び業務部会を設置し、それぞれが事務局

　　の総務課・業務課と密接に連携して理事会運営

　　の強化に努める。

　・地区組織の活性化推進のため、地区ブロック単

　　位で参画する当センター独自のイベントを実施

　　する 等。

(2) 多様な就業機会・社会参加の拡大

　・深刻化する人手不足の解消、会員の就業形態の

　　適正化、新たな就業職種の開拓のため「シルバー

　　派遣事業」の拡大を推進する。

　・「地域生活サポート（ワンコインサービス）事業」

　　等、生活支援関係事業の拡充を図る 等。

(3) 会員増強活動の推進

　・支所などで入会説明会を実施し、積極的な会員

　　獲得活動を展開する。

　・入会説明会後の受付を、期間を定めて事務局で

　　行う 等。

(4) 就業の質の向上

　・技能とマナーの両面に渡る質の向上を目指した

　　技能講習を実施する。

　・会員同士による技能や技術の研鑽、伝承を推進

　　する 等。

(5) 普及啓発活動の展開

　・当センター単独で普及啓発促進を目的とするイ
　　ベントを開催し、「生きがい就業の場としての
　　センター」の意義を一般市民に対して積極的に
　　発信する。
　・地区別にセンターの事業を紹介するパネル展を
　　実施する 等。

(6) 未就業対策の推進

　・高齢者雇用推進コーディネーターによる就業マ
　　ッチングを推進する。
　・メールを活用して就業情報等を発信する 等。

(7) 安全・適正就業の徹底

　・「安全は全てに優先される」をモットーに、絶
　　えず安全意識の啓発を推進し、自己管理意識の
　　高揚を図る。
　・請負、委任になじみにくい形体の仕事は「シル
　　バー派遣事業」に切り替え、就業の適正化を推
　　進する 等。

(8) 介護保険事業の充実

　・サービスの向上を図ることで利用者数の拡大を

　　図る。
　・本年度から開始された「介護予防・日常生活支
　　援総合事業」を、「福祉・家事援助サービス事業」
　　との連携を強化しながら実施する 等。
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※清水越廼ブロックは、ブロック長が未定となっています。（8/1現在）
（敬称略）

　今年度は役員改選の年です ( 任期は２年 )。昨年１年間を通して「会員理事会議」で検討された組織の見直しによって、今回からブロッ

ク長と理事は兼務しないことになりました。このことにのっとって多くのブロック長が交替されましたので、皆さまに紹介します。

（公社）福井市シルバー人材センター普及啓発促進大会開催
会員互助会「会員ふれあいまつり」共催

　9/18（月・祝）、フェニックス・プラザにおいて、シルバー人材センターの普及啓発を目的とした福井市独自
のイベントを開催します。このイベントを通じて、地域に対してシルバー人材センターは「元気な高齢者の生き
がい就業の場」であるという意義を積極的に発信し、会員の増強、就業機会の拡大を目指します。

（敬称略）


